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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

 日常生活の中で身体活動量が多いほど、早く歩いたり、強く握ったりといった運動機能は良好で

あることが古くから知られており、運動生理学や運動生化学の研究分野で明確な機序が示されてい

る。しかし、疫学分野では高齢者の身体活動量と運動機能との関連は明らかでなかった。 

本論文では疫学的手法を用いてヒト集団における上記の関連を明確にするため、次のことが検証

された。まず、高齢者対象の既存の疫学研究研究を整理し、身体活動量と運動機能の関連について

科学的根拠の現状を把握した。そして、それらの根拠が今なお明確でないことを確認した。次に、

福岡県に住む 65 歳以上の男女約 4000 名の身体活動量を測定し、性別・年齢階級別に身体活動量と

座位行動を示し、その性差と年齢差の存在を明確にした。そして、地域在住高齢者約 800 名を対象

に身体活動量と運動機能との関連を検討した結果、運動機能に関連を示す身体活動は中・高強度の

活動量のみであることを示した。さらに、中・高強度の身体活動を歩行と歩行以外の活動に分けて

詳細に分析すると、歩行活動は男性に、歩行以外の活動は女性に多かった。 

高齢期の運動機能に関与する身体活動は中・高強度であること、中・高強度の身体活動は単に歩

行だけでなく、歩行以外の身体活動でも確保できることが明らかとなった。このことは、高齢期の

運動機能に関わる身体活動量を維持・増進していく際には、個人の特性と生活行動である性別や活

動強度や行動要素（歩行と歩行以外の身体活動）に合わせて取り組めることを提案した。 

よって、本論文は博士（人間環境学）の学位に値するものと認める。 


